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活動内容（2,000 字程度、活動内容が判る様な写真や図表を加えて下さい） 
 
今回の目的地であるフィリピンカラバオセンター（Philippine Carabao Center; 

PCC）はフィリピン北部・ルソン島のムニョス（Science City of Muñoz）に位置して

いる。カラバオとは現地の言葉でスイギュウのことで、ホルスタイン種などの一般的

な乳用牛と比べ暑さや湿潤環境に強く、フィリピンのような熱帯地域に適している。

PCC では主にカラバオの遺伝子改良や繁殖効率の向上、農家への技術指導を行うこ

とで、より生産的な乳製品・食肉産業の実現を目指している。我々が訪問した

Livestock Biotechnology Center は PCC 内に設立された家畜のバイオテクノロジー

研究における拠点であり、大型反芻動物の遺伝子改良や飼料研究、各種伝染病の診断

法、ワクチン、抗生物質の薬剤耐性に関する研究を行っている。その中でも Animal 
Health and Biosafety Laboratory は家畜衛生および伝染病を担当しており、研究室

では日常的にトリパノソーマ病、ブルセラ病、レプトスピラ症などの診断を行ってい

る。センター長の Dr. Claro N. Mingala は当大学院博士課程の卒業生であり、今回の

共同研究が実現した背景にはこのような強い結びつきがあった。 

  

PCC 外観（左）および Livestock Biotechnology Center（右） 
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た牛に対する疾病横断的な効果を検討する。 
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ら車で約 9 時間の距離にあり、現地にとどまっての解析は困難であったため、現地ス

タッフの協力を得て農場での血液採取を行ってもらい、大型バスを利用して（宅配便

の整備が進んでいないため）サンプルを PCC まで輸送するという方法をとった。PCC
内の研究所では現地スタッフが好意的に迎えてくれ、機器の整備や実験補助などのサ

ポートを十分に行ってくれたため、普段と変わらない環境で作業に専念することがで

きた。 

  

  

農場での採材の様子、および協力農場の方々（上段）と実験作業の様子（下段） 
 
実験の空き時間には、自身の研究内容と今回の訪問の目的について知ってもらうた

め、30 分のプレゼンを行って我々の治療用抗体について議論を交わし、目的を共有

した。聴衆の多くは獣医領域ではなく、また我々が得意とする免疫学についても専門

ではなかったため、いかにわかりやすく伝えるか試行錯誤しながらの発表であった。

結果として効果的なプレゼン方法を練習する良い機会となり、今後の活動にも活きる

貴重な経験になったと思う。また、空き時間を利用してカラバオの飼育・繁殖を行っ

ている農場を訪問し、妊娠鑑定や搾乳を見学したほか、カラバオの生産効率や品種差、

糞便の堆肥利用に関する説明を受けた。さらに、併設する Central Luzon State 
University を訪れ、敷地内にある Small Ruminant Center においてヤギとヒツジの

生産・繁殖を見学し、乳用種および肉用種の違いや特徴について話を聞いた。 
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研究プレゼンの様子（上段）とカラバオおよび小型反芻獣の農場見学（下段） 
 
今回の演習は、海外の研究施設で共同研究を行う初めての経験であった。そのため

渡航前の不安が無かったわけではないが、Dr. Mingala との強いつながりもあって無

事予定の工程を終わらせることができた。実際の作業においても、現地の研究スタッ

フが丁寧にサポートしてくれたため、不便を感じることはなかった。また同年代の彼

らが国の研究施設の一員として働く姿は自身にとっても良い刺激となった。今回の活

動が、自身の将来的な実績や今後の活動の足掛かりとなることを強く期待している。 

 

同年代の現地研究スタッフたちと 
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海外共同研究演習 指導教員評 

指導教員所属・職・氏名 
北海道大学 大学院獣医学研究科 感染症学教室 
教授 大橋 和彦 

印 

実施内容について講評を記述して下さい 

本演習で、西森君は自身が樹立した治療用抗体の生体内試験を目的として、実験計画の組み立て、

候補牛の選定、抗体の準備および接種試験を行いました。演習期間はやや短かったものの、実施内

容は普段の研究と深く関連するものであり、本人にとって非常に有意義な経験であったと考えてい

ます。また西森君は実験だけでなく、研究内容のプレゼンや訪問施設、現地スタッフとの交流を通

して海外の研究活動を肌で学び、限られた時間を有効に使っていたと思います。今回の取り組みは

この海外共同研究演習にとどまらず、西森君の今後の研究やキャリア選択に大いに役立つものと期

待しています。 

 
※１ 電子媒体を e-mail で国際連携支援室・リーディング大学院担当に提出するとともに、指導教員

が押印した原本を国際連携支援室・リーディング大学院担当に提出して下さい。 
 
※２ 本報告書はリーディングプログラム運営委員会で内容を確認します。その後、教務委員会で単位

認定を受けることになります。 
 
提出先：国際連携推進室・リーディング大学院担当 

内線：9545 e-mail: leading@vetmed.hokudai.ac.jp 
 


